


































Laboratory of Wildlife Ecology and Conservation, School of Veterinary Medicine, Azabu University, 
1-17-71, Fuchinobe, Sagamihara, Kanagawa, 229-8501, Japan 
Abstract: This is a record of the exhibition entitled “Medical equipments for horses” held from August 1st to
October 25th, 2009 at Azabu University. This exhibition was based on the collection donated by Mr. K. Orisaka
in January 2009, who graduated Azabu University in 1963. The collection includes various materials related to
horses, particularly those made during Edo era, and is worthy in that it focuses medical equipments for horses
during the era. Another value of this collection is that these materials were not only collected but analyzed
well. Mr. Orisaka studied each material in detail such as the background and improvement history. Further, he
considered the uniqueness and original inspiration of the people of Edo era despite the “sakoku” (close of the
country) through the analyses of these materials. The process of the exhibition preparation and the results of the
exhibition were recorded. 






































































































































































図7 医療具コーナー 図8 馬鈴コーナー
「馬を治す道具たち」展の記録
照明ができるように厚い磨りガラスがおいてあるが，
その素材のために重い展示物をおくことができない。
また照明はライトに位置が固定的であるために，展
示物に応じたライティングの可塑性がない。今回の
展示でいえば，たとえば肥後馬針にスポットライト
を当てるなどの効果を狙えば，さらに魅力的な展示
になったのであるが，それはかなわなかった。ただ
し，業者からライトの光質によって展示物の劣化
（褪色）が起きるとのアドバイスを得たので，ライト
を取り替えた。
オープンキャンパス
筆者は8月 1日から調査のため海外出張があった
ために8月1，2日のオープンキャンパスには立ち会
えなかった。関係者の話ではおおむね好評であった
らしい。そのことはアンケート結果に反映されてい
る。その一部をとりあげると，内容は量的にも質的
にも適切であり，興味深かったという意見が多数を
占めた（資料4）。個別の意見では，こういうコレク
ションがあることを知らなかったのでたいへん興味
をもったというものが多く，中には江戸時代のもの
がよい保存状態であることに驚いたとか，タイトル
がおもしろかったなどという意見もあった。おそら
く獣医学とは病理あるいは解剖学といったイメージ
をもつ高校生や一般人にとって，麻布大学で江戸時
代の馬具コレクションが展示されていたというのは
意外であったものと察せられる。しかしその意外感
は否定的なものではなく，むしろ非常に好意的であ
った。それはこうしたコレクションが狭義の生物学
を越えて，人と家畜との関係を知る入り口のひとつ
であるということが理解されたことを意味している
と思う。そして，そのような活動が自然科学的なア
プローチとともに，すぐれて文化的なものであるこ
とを感じ取ってもらえたからであろうと思う。
資料収集の必要性と緊急性
展示が終われば，展示資料は収蔵管理されること
になる。しかし現状の管理体制は十分とはいえない。
きわめて価値の高い資料であるだけに，大学はしっ
かりした収蔵をする責任がある。またそうすること
によってはじめて，卒業生からの資料の提供の受け
入れが可能になる。東京大学総合研究博物館はもと
もと充実した標本をもつが，よい受け入れ体勢を整
えて各層からの寄贈を受け入れてきたために，10年
ほどのあいだにさらに資料が充実した。また東京農
業大学の「食と農」の博物館も同様の方針により，
卒業生からの寄贈によって資料が充実したと聞く。
現在は本学卒業生が高齢化し，物故者も増加しつ
つある。遺族にとっては故人のコレクションの意義
は評価できず，そのまま眠るか放棄されることが多
い。その意味でも，よい収集をすることは急がれな
ければならないことも指摘しておきたい。
結　語
限られた予算と，きわめて限られた時間のなかで，
突貫工事で完成させた展示であった。私としては折
坂馬具コレクションの価値は十分認識していたつも
りなので，この程度の展示では満足していただけな
いのではないかという多少の危惧はあった。しかし
8月3日に展示を見にご夫婦でお越しになった先生は
たいへんに満足しておられたと伺い，安堵したこと
であった。この一事で，結果的には成功であったと
いえるだろう。これはひとえに折坂先生のコレクシ
ョンの質の高さによるものであるが，しかし同時に
これをただ受け取って収蔵庫に眠らせるのではなく，
展示してこそ価値が生きることを理解していただい
た，政岡学長，有嶋学部長をはじめとする本学の教
職員，とくに学術情報センター各位のおかげである。
このような展示をもっと実施してほしいという声は
アンケートにも多く寄せられた。本学にはこれにま
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さるとも劣らぬコレクションがあり，それらも展示
によって命を甦らせる必要がある。このような展示
活動は，大学が社会的存在であるという意味で，市
民にとって重要なものであり，そうした活動を通じ
て大学が社会的意義を高めてゆく必要がある。今回
の「馬を治す道具たち」展がそのような将来の展示
の起爆剤になればさいわいである。
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「馬を治す道具たち」展　アンケート
訪問年月日　2009年　　月　　日
所属など
（高校生，その父兄，本学卒業生，本学学生，本学教員，本学職員，他大学学生，他組織の研究者，その他：　　　　　　）
この展示の内容は
（たいへん興味深かった，ふつう，つまらなかった，
その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
この展示の量は
（多すぎた，ちょうどよい，少なすぎた）
このような展示を
（もっと続けてほしい，どちらでもない，やめたほうがよい）
そのほか，印象に残ったこと，お気づきのことがあれば，ご自由にお書きください。
ご協力ありがとうございました。
麻布大学獣医資料館設立準備委員会・麻布大学附属学術情報センター
資料4 アンケートの結果
「そのほか，印象に残ったこと，お気づきのことがあれば，ご自由にお書きください」に対する回答（原文のまま）。
馬医療具・馬具について
とても種類が多く良かった。ウマをもっとやってほしいです。
馬の手術道具なんて初めて見たので，もっとほかのも見てみたいです。
盛岡出身なので，チャグチャグ馬子の「馬鈴」の意味がわかり嬉しくなりました。
実際どのように使うのかわかりやすく見たいので，馬に使用しているところが見てみたくなりました。
馬具など，江戸時代の貴重なものでたいへんめずらしかったです。展示の説明書きに，使用された年代等が示されて
いてもよかったと思います。
昔の馬に関する道具をもっとたくさん集めて，このような展示を続けていって下さい。
馬が好きなので，もっと馬に関しての展示をしてほしいと思います。
馬には興味があるので，もっと展示をしてほしい。
ブスッとさすのは馬がいたい！
ぜひ鈴の音も聞きたかったです。
「馬を治す道具」というタイトルにとてもひかれました。そのような視点でのコレクションがあることに驚きました。
大切な家畜を長生きさせようという努力がかの昔からあったんだなあ…と，納得ですがビックリしました。
針やつめ切りなどめずらしく，きょうみ深かったです。
馬の針治療があるとは驚きでした。ありがとうございました。
保存について
保存状態の素晴らしさ。
とてもきれいに残っていたのでビックリした。
保存状態が大変良かったです。
そのまま残っているのがすごいと思いました。
江戸時代から残っていることに感動しました！これからも保存を続けていって下さい！
歴史について
歴史に興味を持った。
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獣医学に関する歴史は，資料を目にする機会が非常に少ないが，最先端を知るのも大事だが歴史に学ぶ事も多いと思う。
歴史的なものが見られて良かった。
歴史的な珍しい物が見られて良かったです。
知らなかった歴史について少し興味が出た。
展示について
もっと多くの人に触れるような形で公開してほしいと思いました。
Webにてのせていただけると（映像や音と一緒に）ゆっくり見れそうな感じがしました。
折坂コレクションまだあるなら続編を！　もうあまりなければ旧蔵品（70，80周年の記念品とか，鉄枕とか…）を加
えて。
3か月に一度位で展示を代えて下さるとありがたい。
とても貴重なものが数多くあり，大変興味深かった。ぜひまた違う展示も見にきたい。
もっといろいろな展示物を増やして欲しい。獣医資料館を本学の学芸員課の養成に役立てては。
麻布大学は良い標本などがあるのに常に展示できていないのがもったいないと思います。常に展示できる場所を用意
し，保存良く展示してほしいと思います。
その他
大変興味深い物を見せて頂きました。ありがとうございます。
凄いと思いました。
説明して下さったので，より良く理解できてよかった。
歴史的な説明をして頂きありがとうございました。
詳しく説明をしていただき大変興味深かった。
説明ありがとうございました。
初めて見たものが多かったので，とても勉強になりました。
今まであまり興味がなかったのですが馬に興味を持ちました。（獣医－馬医）ご丁寧な説明ありがとうございました。
見たことのないものばかりでおもしろかったです。
前の展示の方が良かった。
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